
Ｒ１年度実績以降 

第 3次芦屋市環境計画実績及び自己評価報告書 

（案） 



基本目標① 自然環境を守る 

とりまとめイメージ 赤字：審議会が検討 

青字：幹事会が検討

総合評価※ Ａ
[主な事業の実績紹介] 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○… Ⅰ 施策の評価 

 ①-1担当課の評価 
◎ 

 ①-2幹事会の評価 
○

 ①-3審議会の評価 
◎

Ⅱ 先進性の評価 

 ②-1新たな取組の評価 
◎ 

 ②-2先進的な取組の評価 
- 

[審議会の主な意見] 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○… 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○…

＜総合評価＞ 

Ａ：Ⅰ、Ⅱの評価において、◎が３個以上   Ｂ：◎が２個   Ｃ：◎が１個   Ｄ：◎が０個 

Ⅰ 施策の評価 

施策の方向 施策（取組） 
①-1 

担当課の評価 

①-2 

幹事会の評価 

①-3 

審議会の評価 

生きものの 

生息環境を知

り，守る 

主な地域の生きものの種類や数について調べ，

分かりやすくお知らせします 
◎ ‐ ‐

多くの人が参加できるよう，いろいろな主体に

よる観察会や講座を実施します 
◎ ‐ ‐

外来生物の流入・増殖や在来種の乱獲を防ぎ，

生きものを守ります 
◎ ‐ ‐

山の緑の豊かさを引き続き維持するため，自然

植生を守ることに努めます 
◎ ‐ ‐

自然とふれあ

える場を守り，

さらに充実さ

せる 

山の緑に親しめる場の維持管理に努め，それら

を守るための啓発を行います 
◎ ‐ ‐

芦屋川や南芦屋浜などの水辺の魅力を守り，さ

らなる良好な環境の創出に努めます 
◎ ‐ ‐

公園・学校園，街路樹などの身近な緑や社寺林

などのまとまった緑を守ることに努めます 
◎ ‐ ‐

より身近な自然とのふれあいの場として，ビオ

トープの適正な維持管理や市民農園の運営を

運営管理を行います 

◎ ‐ ‐

評価  ◎ 
(８/８ =  割,） 

○ ◎

＜担当課の評価＞ ※施策（取組）ごとの評価値については次頁参照 

◎：◎の割合（[◎の総数]/[施策数]）が７割以上  ○：◎の割合が 4割以上,７割未満  ▲：◎の割合が４割未満 

＜幹事会の評価＞＜審議会の評価＞ 

◎：施策は進んでいる ○：やや進んでいる・現状を維持できている ▲：後退している

指標と目指す目標・方向性（各「施策の方向」について目安となる指標をたてます） 

指  標 目指す目標・方向性 

生きものや自然に関する観察会・勉強会の開催 参加者数の増加 

保護樹林や市内樹木の保護，芦屋川・宮川・南芦屋浜と

いった水辺の環境の保護 
適切な管理 

Ⅱ 先進性の評価 

③-1 

新たな取組の評価 

◎ 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

③-2 

先進的な取組の評価 

- 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

＜新たな取組の評価＞＜先進的な取組の評価＞ 

◎：新たな取組,先進的な取組がある
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事業・取組名 担当課 ２９年度実績
３０年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組
の難易度

②事業の
進捗度

合計点
(①×②)

評価
事業の
継続有無

Ｒ１年度の予定
施策ごとの
平均値

施策ごとの評価

地域の生きものの
種類や数を調べ，
知らせる

環境に関する冊子等の作成及び
配布・販売

環境課 環境づくり推進会議主催で，環境団体・市民の関わり
を広げるための環境団体の発表やパネル展示，芦屋
の自然に詳しい古市先生のご講演，「子ども環境作
文コンクール」の表彰式などを行った。

いもり谷・いもり池の自然に関する冊子を作成した。ま
た，市内の小学校の３年生・４年生に対して冊子を配
布し，環境学習の補助教材として提供した。また冊子
のデータをホームページで公表した。

1 5 5 ◎ 継続

市内の生きものについての冊子を作成するとともに，市内の植物につい
ての調査を実施する。

5 ◎

芦屋川カレッジや公民館講座にお
ける環境に関する講義・講座の実
施

公民館 芦屋川カレッジにて，自然環境や環境問題・エネル
ギーをテーマとして講義を実施した。

芦屋川カレッジにて，自然環境や環境問題・エネル
ギーをテーマとした講義を実施した。（回数：４回，受講
者数：８７人）

1 5 5 ◎ 継続

今年度も継続して，芦屋川カレッジにて，自然環境や環境問題・エネル
ギーをテーマとした講義を実施する。 受講者数の増加

芦屋川のホタルの観察会の実施
実施

環境課 芦屋川に魚を増やそう会と共催実施 芦屋川に魚を増やそう会と共催実施

1 5 5 ◎ 継続

引き続き取組みを行う。 参加者数の増加

星空観察会の実施 環境課 夏冬の実施（各１回　参加者数のべ５５人） 夏は台風接近のため中止となった。冬の星空観察会
を実施（参加者数　５０人） 1 5 5 ◎ 継続

引き続き取組みを行う。 参加者数の増加

アシレンジャーに協力し，芦屋川・
宮川での生き物観察会の実施

環境課 アシレンジャー主催の観察会に共催（２回） アシレンジャー主催の観察会に共催（２回）

1 5 5 ◎ 継続

引き続き取組みを行う。 参加者数の増加

環境づくり推進会議を主体として観
察会等の実施

環境課 環境フェスタと題して，市内の環境団体さんによる自
然素材を使ったワークショップの開催，化石の展示や
芦屋の生き物に関する講演等のイベントを実施した。 1 5 5 ◎ 継続

令和２年２月２２日に第２回環境フェスタを開催予定。 参加者数の増加

外来生物の流入・
増殖，在来種の乱
獲を防ぐ

外来種の流入や在来種の保護に
ついて，市民の理解と協力を促す
よう啓発を実施

環境課 Ｈ29.6の環境特集号にて啓発。
Ｈ29.6.3のホタルの観察会にて啓発チラシを配布。

秋まつりでの啓発を予定していたが，台風接近のため
中止となった。
県との共催で実施した，「森の子育て広場」において
アカミミガメなどの外来種について，総合公園のビオ
トープの生き物観察をとおして啓発をした。

1 5 5 ◎ 継続

引き続き取組みを行う。 現状維持

5 ◎

財産区における松くい虫の防除 用地管財課 ナラ枯れ樹木に対する病害虫防除（４６本） 松くい虫被害等景観対策事業（５本）
その他森林病害虫等防除事業（３４本） 1 5 5 ◎ 継続

ナラ枯れ等，森林病害虫防除の実施

現状維持

市内樹木の松くい虫防除に係る補
助事業

地域経済振興課 市内樹木において発生した松くい虫被害木の伐採に
係る補助事業を実施した。（件数：６本　本数：２２本
材積：２６．５５６㎡）

市内樹木において発生した松くい虫被害木の伐採に
係る補助事業を実施した。（件数：３本　本数：１４本
材積：１３．８７２㎡）

1 5 5 ◎ 継続

市内の松くい虫被害は減少傾向であるが，被害拡大を防ぐため引き続き
事業を実施していく。 現状維持

山の緑に親しめる
場の維持管理，守
るための啓発を行
う

あしや山まつりの開催 地域経済振興課 Ｈ29.5.14実施　参加者７００人 当日，台風及び豪雨のため中止

1 5 5 ◎ 継続

令和1.5.12実施　参加者７００人

登山参加者の増加 5 ◎

芦屋川及び宮川沿いの清掃
①定期清掃
②夏・冬における除草

下水道課 ①芦屋川，宮川及び芦屋浜の定期清掃を実施した。
（実施回数：９４回）
②芦屋川，宮川の除草を実施した。（実施場所及び
回数：夏季は高水域，冬季は高低水域で各１回）

①芦屋川，宮川及び芦屋浜の定期清掃を実施した。
（実施回数：９４回）
②芦屋川，宮川の除草を実施した。（実施場所及び回
数：夏季は高水域，冬季は高低水域で各１回）

1 5 5 ◎ 継続

現状を維持し，川の景観を守ることを努力する。

仲ノ池の維持管理 道路・公園課

1 5 5 ◎

身近な緑や社寺林
などのまとまった緑
を守る

保護樹林の指定 都市計画課 保護樹林を３箇所指定（累計，当該年度は新たな指
定はない）し，伐採等を行う際は，届け出を行うことに
より，保護を行っている。

保護樹林を３箇所指定（累計，当該年度は新たな指
定はない）し，伐採等を行う際は，届け出を行うことに
より，保護を行っている。 1 5 5 ◎ 継続

例年通り業務を遂行する

5 ◎

ビオトープ池の設置管理 道路・公園課 公園内に設置したビオトープの維持管理。（設置公
園：総合公園，大桝公園，清水公園内，前田公園）

公園内に設置したビオトープの維持管理。（設置公
園：総合公園，大桝公園，清水公園内，前田公園）

1 5 5 ◎ 継続

例年通りの維持管理を実施予定。

農地の保全に関する事業 地域経済振興課 岩園第2市民農園（35区画）
六麓荘市民農園（31区画）

岩園第2市民農園（35区画）
六麓荘市民農園（31区画）

1 5 5 ◎ 継続

岩園第2市民農園（35区画）
六麓荘市民農園（31区画）

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

生きものの生
息環境を知
り，守る

いろいろな主体に
よる観察会や講座
を実施する

5 ◎

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

山の緑の豊かさを
維持するため，自
然植生を守る

5 ◎

自然とふれあ
える場を守り，
さらに充実さ
せる

ビオトープの適正
な維持管理・市民
農園の運営管理を
行う

5 ◎

水辺の魅力を守
り，良好な環境を
創出する

5 ◎

Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ１年度実績）
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基本目標② 健康で快適な生活環境を創る 

とりまとめイメージ 赤字：審議会が検討 

青字：幹事会が検討

総合評価※ Ａ
[主な事業の実績紹介] 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○… Ⅰ 施策の評価 

 ①-1担当課の評価 
◎ 

 ①-2幹事会の評価 
○

 ①-3審議会の評価 
◎

Ⅱ 先進性の評価 

 ②-1新たな取組の評価 
◎ 

 ②-2先進的な取組の評価 
- 

[審議会の主な意見] 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○… 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○…

＜総合評価＞ 

Ａ：Ⅰ、Ⅱの評価において、◎が３個以上   Ｂ：◎が２個   Ｃ：◎が１個   Ｄ：◎が０個 

Ⅰ 施策の評価 

施策の方向 施策（取組） 
①-1 

担当課の評価 

①-2 

幹事会の評価 

①-3 

審議会の評価 

健康な生活に

関わる環境に

ついて知る 

大気質，騒音・振動，交通量，河川水質などに

ついて，定期的な環境測定・調査と公表を行い，

その結果を公表します 

◎ ‐ ‐

空間放射線量や微小粒子状物質（PM2.5）など，

健康な生活に関わる新たな環境問題に関する

情報を収集・発信します 

◎ ‐ ‐

きれいな水と

空気を守る 

公共交通機関や低公害車の利用などにより，自

動車による公害を減らします 
◎ ‐ ‐

生活排水などの配水方法の指導を行い，公共水

域の水質を守ります 
◎ ‐ ‐

良好な大気環境・水質を守るため，解体による

有害物質の飛散防止など，法令や規制を遵守し

ます 

◎ ‐ ‐

周りの環境に

配慮した活動

を目指す 

特定建設作業の実施や特定施設の設置の際に，

事前に届出を提出し，周辺住民への周知徹底な

ど，騒音・振動による被害の防止に努めます 

◎ ‐ ‐

悪臭や騒音により周辺の人に迷惑をかけない

ようにします 
◎ ‐ ‐

評価  ◎ 
(７/７ =  割,） 

○ ◎

＜担当課の評価＞ ※施策（取組）ごとの評価値については次頁参照 

◎：◎の割合（[◎の総数]/[施策数]）が７割以上  ○：◎の割合が４割以上,７割未満  ▲：◎の割合が４割未満 

＜幹事会の評価＞＜審議会の評価＞ 

◎：施策は進んでいる ○：やや進んでいる・現状を維持できている ▲：後退している

指標と目指す目標・方向性（各「施策の方向」について目安となる指標をたてます） 

指  標 目指す目標・方向性 

常時大気汚染の監視や環境測定者による測定等の結果を

ＨＰや冊子，広報紙で掲載する 

環境に関するＨＰの年間 

アクセス数の増加 

アスベスト飛散の可能性がある建物の解体工事の適切な

実施のための指導や，特定事業者の水質検査の実施 
不適切事例の減少 

特定建設作業や生活騒音による相談・苦情件数 減少 

Ⅱ 先進性の評価 

③-1 

新たな取組の評価 

◎ 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

③-2 

先進的な取組の評価 

- 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

＜新たな取組の評価＞＜先進的な取組の評価＞ 

◎：新たな取組,先進的な取組がある
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事業・取組名 担当課 ２９年度実績
３０年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組
の難易度

②事業の
進捗度

合計点
(①＋②)

評価
事業の
継続有無

Ｒ１年度の予定
施策ごとの
平均値

施策ごとの評価

常時大気汚染監視測定 環境課 昨年度同様リアルタイム監視中 昨年度同様リアルタイム監視中

3 4 7 ◎ 継続
引き続き監視測定等を実施する。

環境測定車による測定 環境課 市内７箇所で大気質及び騒音・振動を測定し，同時
期に交通量調査も行った。

市内７箇所で大気質及び騒音・振動を測定し，同時期
に交通量調査も行った。 3 4 7 ◎ 継続

引き続き監視測定等を実施する。

芦屋浜における騒音測定 環境課 ４箇所×４回測定 ４箇所×４回測定

3 4 7 ◎ 継続
引き続き監視測定等を実施する。

その他，各種測定 環境課 アスベスト，窒素酸化物，酸性雨，有害大気汚染物
質等を測定。

アスベスト，窒素酸化物，酸性雨，有害大気汚染物質
等を測定。 3 4 7 ◎ 継続

引き続き監視測定等を実施する。

各種測定結果をまとめた「芦屋市
の環境」の発行

環境課 各種測定結果をまとめた冊子を発行した（ＨＰにも掲
載）。

各種測定結果をまとめた冊子を発行した（ＨＰにも掲
載）。 3 4 7 ◎ 継続

引き続き監視測定等を実施する。

新たな環境問題に
関する情報を収
集・発信する

常時大気汚染監視測定局におけ
るＰＭ２．５の測定

環境課 ＰＭ2.5（微小粒子状物質）市内２カ所で常時監視（測
定場所：打出自排局，朝日ケ丘小学校）。

ＰＭ2.5（微小粒子状物質）市内２カ所で常時監視（測
定場所：打出自排局，朝日ケ丘小学校）。 3 4 7 ◎ 継続

引き続き監視測定等を実施する。

7 ◎

事業者が低公害車を導入する際
の補助

環境課 １件の補助を実施。 １件の補助を実施。

3 4 7 ◎ 継続

引き続き継続して業務を実施する。

ノーマイカーデーの推進 環境課 広報紙，庁内放送での啓発 広報紙，庁内放送での啓発

3 4 7 ◎ 継続

引き続き継続して業務を実施する。

国道４３号線・阪神高速道路公害
対策

環境課 国道４３号及び阪神高速道路３号神戸線における自
動車公害対策に関して，３市（尼崎市，西宮市，芦屋
市）合同で環境省，近畿地方整備局，近畿運輸局，
阪神高速㈱へ環境改善の要望を行った。また，環境
省の委託をうけて，低周波音・振動の調査を実施し，
同時に心的影響と物的影響のアンケート調査を実施
した。

国道４３号及び阪神高速道路３号神戸線における自
動車公害対策に関して，３市（尼崎市，西宮市，芦屋
市）合同で環境省，近畿地方整備局，近畿運輸局，阪
神高速㈱へ環境改善の要望を行った。また，環境省
の委託をうけて，低周波音・振動の調査を実施した。 3 4 7 ◎ 継続

引き続き継続して業務を実施する。

特定事業所の水質検査 下水道課 クリーニング店等の特定事業所への水質調査を実施
した。（件数：10件）

クリーニング店等の特定事業所への水質調査を実施
した。（件数：10件） 3 4 7 ◎ 継続

特定事業所の水質検査
現状を維持し，良い水質を保てるように努める。

下水の処理 下水処理場 芦屋処理区及び南芦屋浜処理区で発生した汚水を
処理し放流した。（合計：16，724千ｍ３　芦屋下水処
理場：15，960千ｍ３　南芦屋浜下水処理場：764千
ｍ３）

芦屋処理区及び南芦屋浜処理区で発生した汚水を処
理し放流した。（合計：16，689千ｍ３　芦屋下水処理
場：15，853千ｍ３　南芦屋浜下水処理場：836千ｍ３） 3 4 7 ◎ 継続

処理水量については天候に左右されるが，効率的な施設運営を行う。

有害物質の飛散防
止など，法令や規
制を遵守する

特定工作物解体等実施届出書の
経由

環境課
建築指導課

アスベスト飛散の可能性がある建物解体工事や大
規模【1,000㎡以上】建物の解体工事の際に，事前に
解体方法についての届出を受け，アスベストの飛散
防止等を図った。（受理件数　環境課 5件　建築指導
課54件）

アスベスト飛散の可能性がある建物解体工事や大規
模【1,000㎡以上】建物の解体工事の際に，事前に解
体方法についての届出を受け，アスベストの飛散防止
等を図った。（受理件数　環境課 ７件　建築指導課42
件）

3 4 7 ◎ 継続

アスベスト飛散の可能性がある建物解体工事や大規模【1,000㎡以上】
建物の解体工事の際に，事前に解体方法についての届出を受け，アス
ベストの飛散防止等を図る。

7 ◎

騒音・振動による
被害の防止に努め
る

特定建設作業実施届・特定施設
設置届出書の受理及び苦情対応

環境課 特定建設作業実施届出書（受理件数273件　苦情対
応件数13件）
特定施設設置届出書（受理件数6件　苦情対応件数
2件）

特定建設作業実施届出書（受理件数250件　苦情対
応件数17件）
特定施設設置届出書（受理件数5件　苦情対応件数3
件）

3 4 7 ◎ 継続

引き続き継続して業務を実施する。

7 ◎

悪臭や騒音により
周辺に迷惑をかけ
ないようにする

生活騒音等の相談 環境課 生活騒音に係る相談（4件） 生活騒音に係る相談（3件）

3 4 7 ◎ 継続

引き続き継続して業務を実施する。

7 ◎

大気質，騒音・振
動，交通量など定
期的な環境測定・
調査と公表を行う

健康な生活に
関わる環境に
ついて知る

きれいな水と
空気を守る

周りの環境に
配慮した活動
を目指す

公共水域の水質を
守る

自動車による公害
を減らす

7 ◎

7 ◎

Ａｃｔｉｏｎ

7 ◎

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ１年度実績）
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基本目標③ 美しいまちなみを育む 

とりまとめイメージ 赤字：審議会が検討 

青字：幹事会が検討

総合評価※ Ａ
[主な事業の実績紹介] 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○… Ⅰ 施策の評価 

 ①-1担当課の評価 
◎ 

 ①-2幹事会の評価 
○

 ①-3審議会の評価 
◎

Ⅱ 先進性の評価 

 ②-1新たな取組の評価 
◎ 

 ②-2先進的な取組の評価 
- 

[審議会の主な意見] 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○… 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○…

＜総合評価＞ 

Ａ：Ⅰ、Ⅱの評価において、◎が３個以上   Ｂ：◎が２個   Ｃ：◎が１個   Ｄ：◎が０個 

Ⅰ 施策の評価 

施策の方向 施策（取組） 
①-1 

担当課の評価 

①-2 

幹事会の評価 

①-3 

審議会の評価 

芦屋らしい景

観を守り育て

る 

市域の「やま・まち・海」の３つのゾーンに基

づき，統一感のあるまちなみを形成します 
◎ ‐ ‐

芦屋川周辺を特別景観地区に指定するなど，市

内の特徴のある景観を守ることに努めます 
◎ ‐ ‐

貴重な遺跡や旧跡などの歴史資源，良好な景観

の形成に重要な建造物・樹木などの景観資源を

守ることに努めます 

◎ ‐ ‐

みどりに囲ま

れた憩いの場

をさらに充実

させる 

都市公園や道路の緑など，公共空間における緑

の質の向上を図ります 
◎ ‐ ‐

住宅や事業所の敷地内など，市内の民有地の緑

化に努めます 
◎ ‐ ‐

ガーデニングや植木など，家庭における身近な

緑化に取り組みます 
◎ ‐ ‐

きれいなまち

なみを保つ 

自主的な清掃活動・美化活動を行い，まちの美

化に努めます 
◎ ‐ ‐

ポイ捨てや放置自転車をなくし，まちの美観の

維持・向上に努めます 
◎ ‐ ‐

評価  ◎ 
(８/８ =   割,） 

○ ◎

＜担当課の評価＞ ※施策（取組）ごとの評価値については次頁参照 

◎：◎の割合（[◎の総数]/[施策数]）が７割以上  ○：◎の割合が４割以上,７割未満  ▲：◎の割合が４割未満 

＜幹事会の評価＞＜審議会の評価＞ 

◎：施策は進んでいる ○：やや進んでいる・現状を維持できている ▲：後退している

指標と目指す目標・方向性（各「施策の方向」について目安となる指標をたてます）

指   標 目指す目標・方向性 

芦屋川周辺を含む無電柱化率 増加

オープンガーデンの参加者数 増加

市民マナー条例啓発キャンペーンの実施や放置自転車の

撤去

ポイ捨てゴミ・ペットの糞

と撤去自転車数の減少

Ⅱ 先進性の評価 

③-1 

新たな取組の評価 

◎ 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

③-2 

先進的な取組の評価 

- 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

＜新たな取組の評価＞＜先進的な取組の評価＞ 

◎：新たな取組,先進的な取組がある
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事業・取組名
担当課

２９年度実績
３０年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組
の難易度

②事業の
進捗度

合計点
(①×②)

評価
事業の
継続有無

Ｒ１年度の予定
施策ごとの
平均値

施策ごとの評価

芦屋川周辺の特別景観地区にお
ける指導

都市計画課 芦屋川特別景観地区内における建築物の認定を
行った。（認定件数：6件）

芦屋川特別景観地区内における建築物の認定を行っ
た。（認定件数：11件） 1 5 5 ◎ 継続

例年通り業務を遂行する

芦屋川沿道等の無電柱化 道路・公園課 電線管理者と事業実施に向けた協議を継続して行っ
た。

電線管理者と事業実施に向けた協議を継続して行っ
た。 1 5 5 ◎ 継続

変更となった事業範囲について，低コスト手法を導入した詳細設計を実施
する。

保護樹の指定 都市計画課 保護樹を15本指定（累計，当該年度は新たな指定は
無い）し，伐採等を行う際は，届出を行うことにより，
保護を行っている。

保護樹を15本指定（累計，当該年度は新たな指定は
無い）し，伐採等を行う際は，届出を行うことにより，保
護を行っている。

1 5 5 ◎ 継続

例年通り業務を遂行する

遺跡整備事業 生涯学習課 金津山古墳，朝日ケ丘遺跡の草刈り・剪定を各２回，
高木剪定を各１回，会下山遺跡の草刈を２回実施し
た。

金津山古墳，朝日ケ丘遺跡の草刈りを各２回，高木剪
定を各１回，会下山遺跡の草刈を２回実施した。 1 5 5 ◎ 継続

従来とおり定期的な草刈り及び剪定を行っていく。

街路等緑化推進事業 街路樹課 陽光緑地や総合公園にて枯損木の植え替えや，高
浜町外で地被類の植え替えを実施した。

西浜公園や芦屋川沿いで植栽を行った。

1 5 5 ◎ 継続
陽光緑地や総合公園にて枯損木の植え替えや，高浜町外で地被類の植
え替えを実施予定。

花壇植栽管理事業 街路樹課 公園等の花壇管理について自治会への活動助成や
総合公園指定管理者に委託を実施した。（自治会：
11,794㎡　指定管理者：406㎡）

公園等の花壇管理について自治会への活動助成や
総合公園指定管理者に委託を実施した。（自治会：
7,591.18㎡，1277.87m　指定管理者：406㎡）

1 5 5 ◎ 継続

公園等の花壇管理について自治会への活動助成や総合公園指定管理
者に委託を実施予定。

公共施設等花苗配布事業 街路樹課 出先公共施設や学校・園等に花苗等を提供した。
（団体数：56団体）

出先公共施設や学校・園等に花苗等を提供した。（団
体数：53団体） 1 5 5 ◎ 継続

出先公共施設や学校・園等に花苗等を提供予定。

芦屋市緑化事業 街路樹課 市民が生垣・壁面等の緑化を行う際に助成を実施し
た。（件数：12件　助成額：1,177千円）

市民が生垣・壁面等の緑化を行う際に助成を実施し
た。（件数：16件　助成額：1,530千円） 1 5 5 ◎

一部変更
して継続

年々，件数が減少傾向にあるため，助成の対象の見直し等を行う予定。

県民まちなみ緑化事業 街路樹課 県の申請窓口として，苗木の購入費等の補助を実施
した。（件数：1件　補助額：1,180千円）

県の申請窓口として，苗木の購入費等の補助を実施
した。（件数：1件　補助額：345千円） 1 5 5 ◎

一部変更
して継続

年々，件数が減少傾向にあるため，助成の対象の見直し等を行う予定。

オープンガーデン 街路樹課 オープンガーデンを10日間開催し，133の個人・団体
が参加した。

オープンガーデンを10日間開催し，140の個人・団体
が参加した。 1 5 5 ◎ 継続

オープンガーデンを開催し，より参加者と理解者を増やすために説明会を
実施予定。

緑化講座，相談 街路樹課 総合公園にて，定例講習会や無料の相談会を実施。 総合公園にて，定例講習会や無料の相談会を実施。

1 5 5 ◎ 継続
総合公園にて，定例講習会や無料の相談会を実施予定。

芦屋わがまちクリーン大作戦によ
り芦屋川河川敷等の清掃

環境課 ６月　参加者５１９人　回収ゴミ280ｋｇ
９月　参加者３２２人　回収ゴミ330ｋｇ

・春の芦屋わがまちクリーン作戦
日時：平成３０年５月２６日（土）
清掃場所：市内全域（阪急芦屋川駅を除く市内３駅，
陽光緑地・キャナルパーク一帯を中心）
ごみ収集量：可燃ごみ545㎏　不燃ごみ35㎏　合計
580㎏
参加者数：545人
・秋の芦屋わがまちクリーン作戦
日時：平成３０年９月２９日（土）　雨天中止

1 5 5 ◎ 継続

・春の芦屋わがまちクリーン作戦
日時：令和元年５月２５日（土）
清掃場所：市内全域（阪急芦屋川駅を除く市内３駅，陽光緑地・キャナル
パーク一帯を中心）
ごみ収集量：可燃ごみ374㎏　不燃ごみ26㎏　合計400㎏
参加者：476人
・秋の芦屋わがまちクリーン作戦
日時：令和元年９月２８日（土）
清掃場所：市内全域（阪急芦屋川駅を除く市内３駅，陽光緑地・キャナル
パーク一帯を中心）
※海洋プラスチック問題対策として，陽光緑地・キャナルパーク一帯のご
み集積所を増設予定

参加者数の増加

ボランティア清掃ごみの収集 収集事業課

1 5 5 ◎ 継続

ボランティア清掃ごみの受付・収集について，引き続き道路課，公園緑地
課と連携，調整しながら行い，今後の取り組みについて，組織改正を踏
まえ道路・公園課，街路樹課と協議を行う。

現状維持

市民マナー条例による，ポイ捨て
禁止などの美化推進施策の実施

環境課 芦屋市市民マナー条例推進連絡会3回。啓発キャン
ペーン14回。啓発用看板の貸与・新規設置。自治会
掲示板用啓発標示配布，警備委託（花火146日　プ
レジャーボート41日）。阪急バス車内アナウンス4停
留所1日566回×365日。嘱託職員による巡回指導
過料処分231件。神戸芸術工科大学との官学協働の
取り組み（啓発まんがの作製，うちわイラスト・ピクト
グラム・市民マナー条例推進計画表紙等のデザイ
ン）。阪神6市での阪神地域喫煙マナー向上担当者
連絡会1回及び大阪駅前での合同啓発キャンペーン
実施1回。地域活動団体への啓発講座の実施2回。
公用車に啓発用デザインのマグネットシートを貼付
（４種類を四季毎に貼りかえ）。犬のお散歩マナー啓
発まんがを公立小学校全児童に配布。

芦屋市市民マナー条例推進連絡会3回。啓発キャン
ペーン10回。啓発用看板の貸与・新規設置。自治会
掲示板用啓発標示配布，警備委託（花火145日　プレ
ジャーボート25日）。阪急バス車内アナウンス4停留所
1日566回×365日。嘱託職員による巡回指導 過料処
分171件。神戸芸術工科大学との官学協働の取り組
み（うちわイラスト・イラストレーション教室）。阪神6市
での阪神地域喫煙マナー向上担当者連絡会1回。公
用車に啓発用デザインのマグネットシートを貼付（４種
類を四季毎に貼りかえ）。犬のお散歩マナー向上モデ
ルロードお披露目式開催。新聞・雑誌への条例等の
掲載５回。環境ポスター展に市民マナー条例賞を創
設。第2次芦屋市市民マナー条例推進計画の策定。

1 5 5 ◎ 継続

・第2次芦屋市市民マナー条例推進計画に沿って，PDCAサイクルを重視
した進捗管理を行う。「活動指標（目標値）」の設定を行い，進捗管理・達
成状の取りまとめを実施。また，「成果指標（苦情件数等）」に基づく評価
を行い，翌年度の取組内容に反映させる。
・活動指標が確定しているもの
ア）芦屋市市民マナー条例推進連絡会3回
イ）警備委託（花火147日プレジャーボート18日）
ウ）公用車に啓発用デザインのマグネットシートを貼付（４種類を四季毎に
貼りかえ）。
エ）啓発キャンペーン11回。

これまで通り実施する

自転車等駐輪対策事業（駐輪場
の維持管理）

建設総務課 駐輪場の適正な維持・管理を実施した。（箇所数：15
箇所）

駐輪場の適正な維持・管理を実施した。（箇所数：15
箇所） 1 5 5 ◎ 継続

駐輪場の適正な維持・管理を実施する。（箇所数：14箇所（予定））

自転車等駐輪対策事業（放置自転
車の移送・保管）

道路・公園課 放置自転車1047台，原付78台の移送を行った。（72
回）

放置自転車1018台，原付６６台の移送を行った。（７２
回） 1 5 5 ◎ 継続

引き続き，放置自転車の移送・保管を行う。

民有地の緑化に努
める

5 ◎

きれいなまち
なみを保つ

まちの美観の維
持・向上に努める

5 ◎

自主的な清掃活
動・美化活動を行
う

5 ◎

景観資源を守るこ
とに努める

5 ◎

みどりに囲ま
れた憩いの場
をさらに充実さ
せる

公共空間における
緑の質の向上を図
る

5 ◎

家庭における身近
な緑化に努める

5 ◎

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

芦屋らしい景
観を守り育て
る

「やま・まち・海」の
３つのゾーンで統
一感のあるまちな
みを形成する 5 ◎

特徴のある景観を
守る

5 ◎

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

①まちの景観形成推進事業
②緑の保全地区の届出の受理及
び助言・指導
③地区計画の区域内における届
出に対する助言・指導

都市計画課 ①芦屋景観地区内における建築物の認定を行った。
（認定件数：385件）
②緑の保全地区の届出に対し，助言や指導を行っ
た。（届出件数：37件）
③地区計画の区域内における行為の届出に対し，助
言や指導を行った。（届出件数：157件）

例年通り業務を遂行する

継続

①芦屋景観地区内における建築物の認定を行った。
（認定件数：425件）
②緑の保全地区の届出に対し，助言や指導を行っ
た。（届出件数：22件）
③地区計画の区域内における行為の届出に対し，助
言や指導を行った。（届出件数：206件）

1 5 5 ◎

Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ１年度実績）
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基本目標④ 地球温暖化を防ぐ 

とりまとめイメージ 赤字：審議会が検討 

青字：幹事会が検討

総合評価※ Ａ
[主な事業の実績紹介] 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○… Ⅰ 施策の評価 

 ①-1担当課の評価 
◎ 

 ①-2幹事会の評価 
○

 ①-3審議会の評価 
◎

Ⅱ 先進性の評価 

 ②-1新たな取組の評価 
◎ 

 ②-2先進的な取組の評価 
- 

[審議会の主な意見] 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○… 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○…

＜総合評価＞ 

Ａ：Ⅰ、Ⅱの評価において、◎が３個以上   Ｂ：◎が２個   Ｃ：◎が１個   Ｄ：◎が０個 

Ⅰ 施策の評価 

施策の方向 施策（取組） 
①-1 

担当課の評価 

①-2 

幹事会の評価 

①-3 

審議会の評価 

地球規模の環

境問題やエネ

ルギーのこと

を知る 

温室効果ガス削減のため，自らのエネルギー使

用量を把握し，エネルギー使用量削減に努めま

す 

◎ ‐ ‐

身近な暮らしや事業活動における節電・省エネ

行動について学び，地球温暖化問題に関心を持

ちます 

◎ ‐ ‐

学校園での節電・省エネの取組に進んで参加

し，地球温暖化問題などの環境問題に興味を持

ちます 

◎ ‐ ‐

次の世代のた

めにエネルギ

ーを有効に使

う 

公共施設などへの省エネルギー機器の導入及

び再生可能エネルギーの利用をすすめます 
◎ ‐ ‐

家庭及び事業所における省エネルギー機器の

導入及び再生可能エネルギーの利用を進めま

す 

◎ ‐ ‐

家庭でできる節電やエコドライブなど，身近な

取組の実践に努めます 
◎ ‐ ‐

評価  ◎ 
(６/６ =  割,） 

○ ◎

＜担当課の評価＞ ※施策（取組）ごとの評価値については次頁参照 

◎：◎の割合（[◎の総数]/[施策数]）が７割以上  ○：◎の割合が４割以上,７割未満  ▲：◎の割合が４割未満 

＜幹事会の評価＞＜審議会の評価＞ 

◎：施策は進んでいる ○：やや進んでいる・現状を維持できている ▲：後退している

指標と目指す目標・方向性（各「施策の方向」について目安となる指標をたてます） 

指    標 目指す目標・方向性 

SDGs やｸｰﾙﾁｮｲｽへの取組に対する啓発 取組率の増加 

街路灯の LED 化や公共施設への再生可能エネルギー導入

件数 
増加

Ⅱ 先進性の評価 

③-1 

新たな取組の評価 

◎ 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

③-2 

先進的な取組の評価 

- 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

＜新たな取組の評価＞＜先進的な取組の評価＞ 

◎：新たな取組,先進的な取組がある
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事業・取組名 担当課 ２９年度実績
３０年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組
の難易度

②事業の
進捗度

合計点
(①×②)

評価
事業の
継続有無

Ｒ１年度の予定
施策ごとの
平均値

施策ごとの評価

エネルギー使用量
を把握し，削減に
努める

地球温暖化防止対策として第４次
芦屋市環境保全率先実行計画を
策定し，温室効果ガス削減を目標
にエネルギー使用量削減に取り組
む

環境課 ①温室効果ガス排出量
6.1％減（目標：基準年度（H26）比で５％減）
芦屋市電力の調達に係る環境配慮指針の策定
②エネルギー使用量[GJ]
2.6％減（目標：H26比で5％減）

①温室効果ガス排出量
14.1％減（目標：基準年度（H26）比で５％減）
芦屋市電力の調達に係る環境配慮指針の策定
②エネルギー使用量[GJ]
4.9％減（目標：H26比で5％減）

1 5 5 ◎ 継続

庁内で研修を実施したり，エネルギー，電力の使用量を掲示板等で周知
し，情報の共有を図っていく。

エネルギー使用量の削減

5 ◎

地球温暖化や節電・省エネに関心
を持たせるための啓発事業

環境課 地球温暖化防止活動推進員と協同であしや秋まつり
に出店し，パネル啓発及び環境クイズを実施（参加者
256名）。

台風により秋まつりが中止となったため，実施せず。

1 5 5 ◎ 継続

桜まつり，福祉フェア，LED工作教室の実施等，新たなイベントを開催し，
啓発を実施した。

現状維持

ドライミストの実施 水道管理課
水道工務課

芦屋市役所北館前広場西側通路において，ドライミス
トを実施した。

1 5 5 ◎ 継続

引き続き，実施していく。

小中学校での節
電・省エネの取組
に進んで参加し，
環境問題に興味を
持つ

授業や日々の学校生活の中で節
電・省エネについて学ぶ機会を提
供し，子どもたちの環境問題への
意識を高める。

学校教育課

1 5 5 ◎ 継続 5 ◎

公共施設での導入 建築課 公共施設改修の照明設計の際に，照明更新であれ
ば基本的にＬＥＤ化を図っている。上宮川町住宅6号
棟や浜風集会所などの共用部における全面LED照
明化を行った。

公共施設の照明改修の際に，LED化を図っている。
茶屋集会所及び各市営住宅の共用部の改修工事に
おいてLED化を実施した。 1 5 5 ◎ 継続

こども園の新築工事（2件）において，省エネルギーに配慮した照明器
具，空調機器の採用を計画する。来年度以降の工事監理の中でも，計画
した機器の設置を確認する。

学校園での導入 管理課 浜風小学校特別教室棟・体育館棟大規模改修にお
ける，省エネ型の照明・衛生設備機器導入

山手中学校改築工事において，省エネ型の照明・衛
生設備機器を導入した。 1 5 5 ◎ 継続

精道中学校建替工事における，省エネ型の照明・衛生設備機器の導入

街路灯のＬＥＤ化 道路・公園課 水銀灯100ｗを22灯，200ｗ以上を182灯，メタルハラ
イド灯を17灯，蛍光灯を158灯，蛍光灯コンパクト型を
87灯，ナトリウムを741灯のLED化を実施。新設LED
を18灯設置。（計565灯）LED化率（38.2％）

水銀灯100ｗを3灯，200ｗ以上を276灯，メタルハライ
ド灯を16灯，蛍光灯を298灯，蛍光灯コンパクト型を
152灯，ナトリウムを95灯のLED化を実施。新設LEDを
112灯設置。（計952灯）LED化率（49.7％）

1 5 5 ◎ 継続

水銀灯200ｗ以上を334灯，蛍光灯を200灯，蛍光灯コンパクト型を130
灯，ナトリウムを162灯のLED化を実施。新設LEDを29灯設置。（計855
灯）LED化率（60.3％）

新エネ・省エネ機器の導入補助 環境課 市内の住宅にエネファームを設置した個人に導入費
用の一部補助を実施した。【一律4万円】
（合計78件）

市内の住宅にエネファームを設置した個人に導入費
用の一部補助を実施した。【一律4万円】
（合計69件） 1 5 5 ◎ 継続

引き続き省エネ機器の導入を促進していく。 現状維持

低炭素建築物の認定申請に対す
る審査・指導

建築指導課 都市の低炭素化の促進に関する法律に基づく低炭
素化された建築物の認定申請に対して，審査等を実
施した。（申請数：5件）

都市の低炭素化の促進に関する法律に基づく低炭素
化された建築物の認定申請に対して，審査等を実施し
た。（申請数：4件） 1 5 5 ◎ 継続

都市の低炭素化の促進に関する法律に基づく低炭素化された建築物の
認定申請に対して，審査等を実施する。

家庭でできる節電
やエコドライブな
ど，身近な取組の
実践に努める

打ち水など身近な取組みを実践す
る。

環境課 ①地球温暖化防止活動推進員と協同で打ち水を実
施（計2箇所）
②市内の保育所にゴーヤの苗を配布
③エコ・クッキングを市民センターで実施（参加者１０
名）。

①地球温暖化防止活動推進員と協同で打ち水を実施
（計2箇所）
②市内の保育所にゴーヤの苗を配布
③エコ・クッキングを大阪ガスのハグ・ミュージアムで
実施（参加者8名）。

1 5 5 ◎ 継続

引き続きイベントを実施していく。 現状維持

5 ◎

◎

次の世代のた
めにエネル
ギーを有効に
つかう

公共施設などへの
省エネルギー機器
の導入及び再生可
能エネルギーの利
用を進める

5 ◎

家庭及び事業所に
おける省エネル
ギー機器の導入及
び再生可能エネル
ギーの利用を進め
る 5

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

地球規模の環
境問題やエネ
ルギーのこと
を知る

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

節電・省エネ行動
について，地球温
暖化問題に関心を
持つ

5 ◎

Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ１年度実績）
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基本目標⑤ 循環型社会を創る 

とりまとめイメージ 赤字：審議会が検討 

青字：幹事会が検討

総合評価※ Ａ
[主な事業の実績紹介] 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○… Ⅰ 施策の評価 

 ①-1担当課の評価 
◎ 

 ①-2幹事会の評価 
○

 ①-3審議会の評価 
◎

Ⅱ 先進性の評価 

 ②-1新たな取組の評価 
◎ 

 ②-2先進的な取組の評価 
- 

[審議会の主な意見] 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○… 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○…

＜総合評価＞ 

Ａ：Ⅰ、Ⅱの評価において、◎が３個以上   Ｂ：◎が２個   Ｃ：◎が１個   Ｄ：◎が０個 

Ⅰ 施策の評価 

施策の方向 施策（取組） 
①-1 

担当課の評価 

①-2 

幹事会の評価 

①-3 

審議会の評価 

ごみを減らし，

資源を繰り返

し利用する 

マイバッグの持参やごみ出しルールの徹底な

どにより，ごみの減量に努めます 
◎ ‐ ‐

リユースフェスタなどのイベントへの参加や

「スリム・リサイクル宣言の店」の充実により，

３Ｒ活動に取り組みます 

◎ ‐ ‐

ごみの処理に伴う環境負荷の低減を図るため，

施設・設備の適正な維持管理と保守点検を行い

ます 

◎ ‐ ‐

環境にやさし

い製品を選ぶ 

グリーン購入の対象製品や環境保全上のメリ

ットについて学びます 
◎ ‐ ‐

一人ひとりの取組に加えて，本市や事業者は 

率先してグリーン購入対象製品を利用します 
◎ ‐ ‐

水資源の有効

な活用を考え

る 

資源循環における水循環の確保に配慮した取

組の重要性についての啓発を進めます 
◎ ‐ ‐

歩道への透水性舗装や雨水浸透桝，雨水貯留施

設などの導入により，雨水の有効利用を進めま

す 

◎ ‐ ‐

評価  ◎ 
(７/７ =  割,） 

○ ◎

＜担当課の評価＞ ※施策（取組）ごとの評価値については次頁参照 

◎：◎の割合（[◎の総数]/[施策数]）が７割以上  ○：◎の割合が４割以上,７割未満  ▲：◎の割合が４割未満 

＜幹事会の評価＞＜審議会の評価＞ 

◎：施策は進んでいる ○：やや進んでいる・現状を維持できている ▲：後退している

指標と目指す目標・方向性（各「施策の方向」について目安となる指標をたてます） 

指   標 目指す目標・方向性 

市民１人当たりの１日のごみ排出量 減少

グリーン購入についての啓発事業の実施 グリーン購入実施の増加

透水性舗装の実施や雨水貯留施設の設置への補助 舗装面積の増加や設置者の増加

Ⅱ 先進性の評価 

③-1 

新たな取組の評価 

◎ 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

③-2 

先進的な取組の評価 

- 

[意見] 

（具体的な取組内容や今後の取組意欲など）○○○○… 

＜新たな取組の評価＞＜先進的な取組の評価＞ 

◎：新たな取組,先進的な取組がある
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事業・取組名 担当課 ２９年度実績
３０年度実績

（取組や補助の内容・成果）
①事業・取組
の難易度

②事業の
進捗度

合計点
(①×②)

評価
事業の
継続有無

Ｒ１年度の予定
施策ごとの
平均値

施策ごとの評価

①ハンドブック，広報，ＨＰ，ＳＮＳ
等での周知・啓発
②小中学生への環境啓発
③マイバック等を利用したレジ袋の
削減
④フードドライブによる食品ロスの
削減

環境施設課 ①6月4日，11月3日にフリーマーケットとマイバッグ
キャンペーンを同時開催，5月26～27日，10月6～7
日にリユースフェスタを開催，2月16～17日にリユー
スフェスタとマイバッグキャンペーンを同時開催した。
②ごみ収集カレンダー，家庭ごみハンドブック（Ｈ
29.10作成），事業系ごみハンドブック（Ｈ29.12作成）
の各戸配布，市内転居者への家庭ごみハンドブック
の配布
③小中学生を対象に，「環境問題・ごみの減量化・マ
イバック持参運動等」に関するポスターを募集（応募
数：684点）
④広報あしや環境特集号２面において，「芦屋市一
般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）」の策
定について基本理念，基本方針，数値目標，等の３
面に資源ごみの売却実績などの記事を掲載

①5月27日，11月3日にフリーマーケットとマイバッグ
キャンペーンを同時開催。6月1～2日にリユースフェス
タとマイバッグキャンペーンを同時開催，11月16～17
日にリユースフェスタとフードドライブを同時開催，3月
15～16日にリユースフェスタとマイバッグキャンペーン
とフードドライブを同時開催した。
②小中学生を対象に，「環境問題・ごみの減量化・マ
イバック持参運動等」に関するポスターを募集（応募
数：345点）
③庁内における審議会等における飲料の提供方法の
変更　近年，不適正な処理のため世界全体で年間数
百万トンを超える陸上から海洋へのプラスチックごみ
の流出があると推計され，地球規模での海洋汚染が
懸念されるなか，昨今問題となっている海洋プラスチッ
ク問題への対応をすべく，海洋プラスチックごみによる
汚染の防止を，実効的に進めるため，本市におけるプ
ラスチックごみの削減推進の一環，行政の率先した取
組として，昨年度，庁内の審議会等で飲料を提供する
会議における飲料提供方法を庁内調査を実施し，対
策案を検討のうえ，庁内調整を進めた。

1 5 5 ◎ 継続

①家庭ごみハンドブック（Ｈ29.10作成）を改訂（Ｈ31）し，各戸配布，市内
転居者への家庭ごみハンドブックの配布を行い，より一層の啓発に努め
る。
②昨年度から庁内における審議会等における飲料の提供方法の変更を
実施するため，具体的検証を進め，今年度より庁内の審議会等で飲料を
提供する会議における飲料提供についてペットボトル飲料での提供を原
則廃止し，本庁舎等の給湯室にポットや湯飲み等を設置する対応を行
い，使い捨てプラスチックの使用の削減に努める取組を実施する（５月頃
に実施予定）。

収集運搬作業に伴うごみ出しルー
ルの徹底

収集事業課

1 5 5 ◎ 継続

①年末ごみ収集日拡充対応の継続実施により市民の利便性向上を図る
と共に，その機会に併せ，広報チャンネル「あしやトライアングル」やHP，
広報紙等を活用した年末のごみ出しルールの啓発を引き続き推進する。
通常時は，毎年発行し戸別配布を行っている「家庭ごみ収集カレンダー」
やＨＰ等において，ごみ搬出日やルールについての周知を行い，作業現
場においては違う曜日に出されたごみに対して，「ごみ出しルール啓発
シール」を貼り付けすることで，ごみ出しルールに対する市民意識の向上
に努める。
また，ごみ収集車の側面に，市内の小・中学生より応募があったごみ問
題についてのポスターを掲示することで，小・中学生の観点から広くごみ
問題について市民に啓発を促す。

①リユースフェスタの開催
②再生資源集団回収制度による
再生資源の分別
③スリム・リサイクル宣言の店

環境施設課 ①ＪＲ芦屋駅前ペデストリアンデッキでフリーマーケッ
トを実施した。（開催月：6月，11月）
②集団回収団体へ回収量1㎏につき4円の報奨金を
交付することで資源の有効活用とごみの減量を図っ
た。（交付団体：176団体　回収量：3,582ｔ　報奨金：
14,327千円）
③家具類と自転車のリユースフェスタを実施した。（展
示品数：232点　来場者数：1,596人）
④市内の指定店において，簡易包装，再資源化など
を推進した。（店舗数：75店）

①ＪＲ芦屋駅前ペデストリアンデッキでフリーマーケット
を実施した。（開催月：5月，11月）
②集団回収団体へ回収量1㎏につき4円の報奨金を
交付することで資源の有効活用とごみの減量を図っ
た。（交付団体：178団体　回収量：3,481ｔ　報奨金：
13,926千円）
③家具類と自転車のリユースフェスタを実施した。（展
示品数：242点　来場者数：1,628人）
④市内の指定店において，簡易包装，再資源化など
を推進した。（店舗数：72店）

1 5 5 ◎ 継続

①再生資源集団回収報奨金は，より取組やすい制度にするため，申請
方法を検討する。

建築ﾘｻｲｸﾙ届に対する審査・指導 建築指導課 解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに関す
る届出の受理や指導を実施した。受理件数178件，
通知44件

解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに関す
る届出の受理や指導を実施した。受理件数153件，通
知39件 1 5 5 ◎ 継続

①解体工事等に発生する建築資材のリサイクルに関する届出の受理や
指導を実施する。

①家庭用品交換会及び修理会
②リサイクル教室

地域経済振興課 環境施設課のリユースフェスタに参加（計４日，参加
人数９９３名）。リユース，リサイクルに関するクイズの
配布や，食品保存袋を配布するなど，幅広い世代に
対し，啓発を行った。

環境施設課のリユースフェスタに参加（計４日，参加人
数７２５名）。リユース，リサイクルに関するクイズの配
布や，食品保存袋を配布するなど，幅広い世代に対
し，啓発を行った。 1 5 5 ◎ 継続

①引き続き環境施設課と合同でクイズやリサイクル教室を行い，市民の
ニーズに合わせた啓発事業を進めていく。

ごみ処理に伴う環
境負荷の低減を図
るため，施設・設備
の適正な維持管理
と保守点検を行う

①環境処理センター運営協議会の
開催
②運転状況結果の公表

環境施設課 ①運営協議会の開催（6月27日）
②平成28年度の運転状況結果を平成29年6月1日発
行の広報あしや環境特集号に掲載した。

①運営協議会の開催（8月22日）
②平成29年度の運転状況結果を平成30年6月1日発
行の広報あしや環境特集号に掲載した。 1 5 5 ◎ 継続

①運営協議会の開催（8月予定）
②平成30年度のダイオキシン類の測定結果を令和元年6月に市ホーム
ページに掲載した。 5 ◎

グリーン購入や環
境保全上のメリット
について学ぶ

グリーン購入に係る啓発 環境課 グリーン購入について知ることができるように，グリー
ン購入に関するＨＰを作成した。

グリーン購入について知ることができるように，グリー
ン購入に関するＨＰを作成した。

1 5 5 ◎ 継続

グリーン購入の研修を実施し，グリーン購入法適合商品の購入を依頼し
た。

5 ◎

グリーン購入対象
商品の利用を推進
する

市の購入物品を可能な限りグリー
ン購入にする

環境課 率先実行計画の取組みの一つとして，グリーン購入
の推進を掲げ，全庁的に取り組んでいる。

率先実行計画の取組みの一つとして，グリーン購入の
推進を掲げ，全庁的に取り組んでいる。

1 5 5 ◎ 継続

グリーン購入の研修を実施し，グリーン購入法適合商品の購入を依頼し
た。

5 ◎

水資源についての啓発 環境課 水資源の保全を含め，省資源について知ることがで
きるように，省資源に関するＨＰを作成した。

水資源の保全を含め，省資源について知ることができ
るように，省資源に関するＨＰを作成した。 1 5 5 ◎ 継続

引き続き啓発を実施していく。 現状維持

水道水源の保全活動 水道管理課
水道工務課

水道週間（６月１日～７日）の一環として，本市の自
己水源である芦屋川の水質を守るため，取水口より
上流の清掃を実施。

水道週間（６月１日～７日）の一環として，本市の自己
水源である芦屋川の水質を守るため，取水口より上
流の清掃を実施。 1 5 5 ◎ 継続

引き続き，実施していく。

①透水性舗装の拡充 道路・公園課 ①歩道を透水性舗装へ更新を実施した。（施工面積：
641㎡）

①歩道を透水性舗装へ更新を実施した。（施工面積：
420㎡）

1 5 5 ◎ 継続

①透水性舗装の拡充

①浸透桝・透水管の設置
②雨水貯留施設の設置者への補
助

下水道課 ①阪急電鉄以南の区域において，1戸あたり2箇所の
浸透桝の設置・500㎡以上の土地については浸透管
及び透水性舗装の設置について指導を行った。
②平成２９年度補助件数8件

①阪急電鉄以南の区域において，1戸あたり2箇所の
浸透桝の設置・500㎡以上の土地については浸透管
及び透水性舗装の設置について指導を行った。
②平成２９年度補助件数5件 1 5 5 ◎ 継続

①浸透桝・透水管の設置
②雨水貯留施設の設置者への補助

環境にやさし
い製品を選ぶ

水資源の有効
な活用を考え
る

透水性舗装，雨水
浸透桝，雨水貯留
施設などの導入に
より，雨水の有効
利用を進める

5 ◎

水循環の確保に配
慮した取組の重要
性の啓発を進める

5 ◎

目標値・方向性
（Ｒ６）

①-1 担当課の評価

ごみを減らし，
資源を繰り返
し利用する

リユースフェスタな
どのイベントへの
参加や「スリム・リ
サイクル宣言の
店」の充実により，
３Ｒ活動に取り組
む

5 ◎

施策の方向 施策（取組）

Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ

マイバックの持参
やごみ出しルール
の徹底などにより，
ごみの減量に努め

る

5 ◎

Ⅲ 事業・取組の詳細 （Ｒ１年度実績）
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